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こ
れ
ま
で
本
特
集
で
は
、
地
域
住
民
と
連
携
し
た

民
泊
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
な
ど
に
よ
る
着
地

型
観
光
の
推
進
、空
き
家
・
空
き
地
の
活
用
や
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
含
め
た
移
住
相
談
の
実
施
な
ど
で
定
住
促

進
に
取
り
組
む
組
織
を
紹
介
し
て
き
た
。
今
号
で
は
、

経
済
活
動
に
力
点
を
置
き
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

商
品
の
開
発
・
販
売
、島
な
ら
で
は
の
自
然
や
文
化
を

活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
実
践
し
、「
外
貨
」

の
獲
得
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
や
、
雇
用
の
創
出
を

目
指
す
組
織
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
た
い
。

　

全
国
的
に
大
量
生
産
・
消
費
・
廃
棄
型
の
生
活
様
式

が
広
ま
っ
て
い
っ
た
高
度
成
長
期
以
降
、
生
活
や
生

産
の
基
盤
整
備
が
遅
れ
、物
流
や
人
流
、経
済
活
動
の

担
い
手
に
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
る
離
島
で
は
、
結
果
と

し
て
漁
業
や
農
業
な
ど
第
一
次
産
業
を
中
心
と
し
た

自
然
と
向
き
合
っ
た
地
道
な
営
み
が
続
け
ら
れ
て
き

た
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
が
価
格
だ
け
で
な
く
、
持
続
可
能
性
も
含
め
た

価
値
基
準
で
判
断
さ
れ
、そ
れ
に
則
っ
た
個
人
・
企
業

特
集  

島
を
元
気
に
す
る
組
織
・
Ⅵ
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行
動
な
ど
が
評
価
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
昨
今
、
こ
れ

ら
島
の
働
き
方
や
暮
ら
し
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る

と
も
い
え
る
。

　

島
側
で
も
、
地
域
の
既
存
産
業
を
ベ
ー
ス
に
、そ
こ

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
よ
る
新
た
な
視
点
・
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
生
産
物
の
付
加

価
値
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
新
た
な
市
場
を

切
り
拓
こ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　

今
回
は
、
小
規
模
事
業
者
が
団
結
し
島
外
へ
の
販

路
開
拓
を
目
指
す
任
意
団
体
（
島
根
県
島
後
）
や
、
島
の

食
の
提
供
を
き
っ
か
け
に
観
光
に
つ
な
げ
よ
う
と
取

り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
岡
山
県
笠
岡
諸
島
）、
島
内
外
の
個
人

や
企
業
の
事
情
を
理
解
し
結
び
つ
け
る

た
め
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
設
立
し

た
合
同
会
社
（
鹿
児
島
県
長
島
ほ
か
）、
小

さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
な
か
で
生
産

さ
れ
流
通
し
て
き
た
農
水
産
物
や
、
培

わ
れ
て
き
た
伝
統
技
術
の
活
用
に
よ
る

商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
島
内
唯
一

の
会
社
組
織
（
同
硫
黄
島
、
宝
島
）
の
事
例

を
報
告
す
る
。

　

こ
れ
ら
実
例
の
な
か
に
、
島
の
資
源

の
再
認
識
や
活
用
手
法
、
官
民
の
連
携

の
あ
り
方
な
ど
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

❶小規模事業者の団結で販路を拓く──競争力のある商品開発、直売への展開 …………… 24
隠岐スモールビジネス協議会（島根県隠岐の島町／島後）
本誌編集部

❷伝統料理・産品・観光を一体的にPR──食の魅力も伝えるアンテナショップ経営 ……30
NPO法人 かさおか島づくり海社（岡山県笠岡市／笠岡諸島）
同法人副理事長　森本洋子

❸町内外をつなぐ《通訳者》を目指して── 協力隊員7人で会社設立 ……………………… 36
長島未来企画 合同会社（鹿児島県長島町／長島ほか）
同社代表社員　益田啓光

❹地域資源を活かす事業を展開── タケノコ、椿油、トレーラーキャンプ ………………… 42
株式会社 いおう（鹿児島県三島村／硫黄島）
同社取締役　棚次　理

❺バナナファイバーと地魚加工──商品開発で魅力を発信 ……………………………………48
一般社団法人 宝島（鹿児島県十島村／宝島）
同法人代表　竹内　功
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島
根
半
島
の
北
東
約
四
〇
～
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
上
に
位
置

す
る
島ど
う

後ご

は
、
八
〇
〇
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
牛
突
き
や
、
夜
を

徹
し
て
開
催
さ
れ
る
古
典
相
撲
と
い
っ
た
伝
統
文
化
が
息
づ
く
島
で

あ
る
。
全
域
が
大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成

二
五
年
に
は
隠
岐
諸
島
と
し
て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
も
受
け
て

い
る
。
稲
作
を
中
心
と
す
る
農
業
、
ま
き
網
や
養
殖
を
は
じ
め
と
す

る
漁
業
な
ど
第
一
次
産
業
が
盛
ん
な
島
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
島
で
特
産
品
の
商
品
開
発
や
、
主
に
島
外
に
向
け
て
の
販
路

拡
大
を
目
指
す
事
業
者
組
織
が「
隠
岐
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
」

で
あ
る
。
同
協
議
会
は
、
商
い
は
小
さ
く
て
も
島
外
に
商
品
を
ア
ピ

ー
ル
し
販
路
を
開
拓
し
た
い
、
と
い
う
意
欲
的
な
生
産
者
・
経
営
者

を
支
援
し
、
所
得
の
増
加
や
事
業
の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
て
い
る
。
会
員
が
扱
う
商
品
は
、
米
や
農
水
産
加
工
品
、

酒
、
調
味
料
、
お
菓
子
、
工
芸
品
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

今
回
は
、
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
を
立
ち
上
げ
初
代
会
長
に

就
任
、
隠
岐
の
島
町
で
初
め
て
の
産
地
直
売
所
「
あ
ん
き
市
場
」
の

運
営
に
も
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
吉
崎
工
務
店
代
表
取
締
役
で
隠
岐
ふ

る
さ
と
直
売
所
協
同
組
合
代
表
理
事
も
務
め
る
吉
崎
博
章
さ
ん
に
、

同
協
議
会
の
設
立
の
経
緯
、
現
況
、
将
来
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
お

話
を
う
か
が
っ
た
。

意
欲
的
な
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
協
議
会

　

平
成
一
八
年
一
〇
月
、
全
推
連
（
全
国
離
島
振
興
推
進
員
連
絡
委
員
会
。

詳
細
は
本
号
八
三
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
交
流
視
察
研
修
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
島
の
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
in
隠
岐
」
が
、
隠
岐
の
島
町
で

開
催
さ
れ
た
。
地
元
か
ら
は
八
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
佐

賀
県
唐
津
市
の
玄
海
諸
島
で
イ
カ
専
門
店
の
経
営
や
甘
夏
の
加
工
品

づ
く
り
を
行
な
う
事
業
者
、
隠
岐
諸
島
内
で
特
産
品
開
発
に
取
り
組

本
誌
編
集
部

島　後
（島根県隠岐の島町）

小
規
模
事
業
者
の
団
結
で
販
路
を
拓
く

──
競
争
力
の
あ
る
商
品
開
発
、直
売
へ
の
展
開

隠
岐
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

境港

米子

七類

出雲

島後
隠岐諸島

20km

島後：隠岐諸島の中でもっとも大きな
島。面積242.83km2、周囲209.9km。
人口14,025人（令和2年2月1日現在）。
かつては沖ノ島と呼ばれた。江戸期
には日本海沖乗り航路の寄港地とし
て栄え、北前船で賑わった。神社数と
密度は全国有数。平成16年に4町村
が合併して隠岐の島町が誕生した。
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首
都
圏
で
通
用
す
る
特
産
品
開
発
に
尽
力

　

当
初
は
、
協
議
会
の
事
務
局
を
隠
岐
の
島
町
商
工
会
内
に
置
き
、

会
費
は
無
料
、
誰
で
も
気
軽
に
入
会
で
き
る
態
勢
を
と
っ
て
い
た
。

発
足
時
は
、
島
根
県
隠
岐
支
庁
地
域
振
興
観
光
グ
ル
ー
プ
、
隠
岐
の

島
町
観
光
商
工
課
・
農
林
水
産
課
、
水
産
加
工
業
・
農
業
・
農
産
加

工
業
・
製
造
業
の
事
業
者
な
ど
二
五
名
が
会
員
と
し
て
参
加
、
主
な

事
業
内
容
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
個
別
事
業
へ
の
支
援
、
情
報
交

換
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
促
進
で
あ
っ
た
。

　

吉
崎
さ
ん
は
「
会
員
の
方
々
は
、
県
外
の
百
貨
店
や
小
売
店
な
ど

に
地
元
産
品
を
提
案
す
る
術す
べ

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、

消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
商
品
づ
く
り
が
で
き
て
お
ら
ず
、
首
都
圏

で
通
用
す
る
特
産
品
が
少
な
か
っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
る
。
そ

こ
で
、
適
切
な
食
品
表
示
、
商
談
を
行
な
う
上
で
必
要
な
提
案
書
類

の
作
成
、
加
工
施
設
の
衛
生
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
家
を
招
集

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
知
識
や
技
術
の
習
得
に
努
め
た
。

同
時
に
、
首
都
圏
ス
ー
パ
ー
で
の
物
産
展
「
隠
岐
フ
ェ
ア
」
の
実
施

や
、
飲
食
バ
イ
ヤ
ー
向
け
の
商
談
展
示
会
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
へ
の
出
展
な
ど
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
商
品

に
対
す
る
反
応
や
課
題
を
把
握
、
首
都
圏
で
通
用
す
る
商
品
を
開
発

し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

平
成
二
〇
年
、
県
が
「
新
た
な
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
活
性
化

計
画
」
に
お
け
る
「
隠
岐
ブ
ラ
ン
ド
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
な
か

で
、
地
域
産
品
の
販
路
拡
大
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
「
隠
岐

む
方
々
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、「
お
土
産
と
し
て
買
い
た
く
な
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商

品
づ
く
り
と
、
消
費
者
の
心
を
つ
か
む
工
夫
が
必
要
」「
流
通
面
で

ハ
ン
デ
の
あ
る
離
島
こ
そ
、
ア
イ
デ
ア
や
技
術
を
活
用
し
た
特
産
品

の
開
発
と
販
売
戦
略

が
不
可
欠
」
な
ど
、

非
常
に
有
意
義
な
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

当
時
、
隠
岐
の
島

町
商
工
会
会
長
と
し

て「
小
規
模
で
も
、島

外
へ
販
路
を
拡
大
し

て
い
こ
う
と
す
る
意

欲
の
あ
る
人
た
ち
を

応
援
し
た
い
」
と
考

え
て
い
た
吉
崎
さ
ん

は
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
同
じ
考
え
を

持
つ
事
業
者
に
声
を

か
け
て
い
っ
た
と
い

う
。
そ
の
結
果
、
平

成
一
九
年
、
隠
岐
ス

モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協

議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

特集　島を元気にする組織・Ⅵ

ジャパンインターナショナルシーフードショーにはスモールビジネス協議会として出展。
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開設当時のあんき市場。

ブ
ラ
ン
ド
」
育
成
協
議
会
を
隠
岐
支
庁
内
に
設
置
し
た
こ
と
で
、
補

助
金
を
は
じ
め
、
自
治
体
の
支
援
や
協
力
が
得
や
す
く
な
っ
た
。
翌

二
一
年
、
島
前
の
事
業
者
の
入
会
も
あ
り
、
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協

議
会
の
会
員
数
は
三
六
社
に
ま
で
増
加
し
た
。

「
あ
ん
き
市
場
」
の
開
業
に
よ
る
島
内
販
路
の
開
拓

　

平
成
二
〇
年
ご
ろ
、
町
役
場
の
観
光
商
工
課
か
ら
「
フ
ェ
リ
ー
や

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
が
西
郷
港
か
ら
出
港
す
る
朝
八
時
三
〇
分
ま
で

に
、
港
で
特
産
品（
お
み
や
げ
）を
買
え
る
店
を
構
え
て
く
れ
な
い
か
」

と
、
吉
崎
さ
ん
に
相
談
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
で
は
、
都
市
部
で
高
い
評

価
を
得
は
じ
め
て
い
る
原
木
シ
イ
タ
ケ
な
ど
を
島
内
の
消
費
者
が
目

に
す
る
機
会
が
少
な
く
、
島
で
の
知
名
度
が
低
い
と
い
う
課
題
を
抱

え
て
い
た
。

　

一
方
、
隠
岐
農
産
物
生
産
者
協
議
会
（
農
産
物
別
に
あ
っ
た
島
内
団
体

を
統
合
す
る
形
で
平
成
一
六
年
に
設
立
さ
れ
た
農
産
物
生
産
者
の
組
織
）で
は
、

島
の
学
校
給
食
向
け
の
野
菜
の
供
給
や
ス
ー
パ
ー
内
地
場
産
コ
ー
ナ

ー
の
運
営
、
有
志
に
よ
る
毎
週
日
曜
日
の
朝
市
の
開
催
な
ど
を
行
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
生
産
物
の
島
内
流
通
経
路
が
限
ら
れ
て
い
た

り
、
本
土
へ
の
出
荷
は
物
流
コ
ス
ト
が
高
く
商
品
競
争
力
が
弱
い
と

い
っ
た
理
由
か
ら
、
細
々
と
野
菜
づ
く
り
を
し
て
い
る
生
産
者
が
多

く
、
出
荷
で
き
る
品
目
や
数
量
が
少
な
い
な
ど
島
内
ニ
ー
ズ
に
応
え

き
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
両
団
体
が
連
携
し
、
道
の
駅
の
よ
う
な
直
売
所
を
つ
く

る
べ
く
、
行
政
も
交
え
て
一
年
以
上
の
検
討
と
準
備
を
重
ね
た
。
吉

崎
さ
ん
に
よ
る
と
、
全
国
の
道
の
駅
を
見
学
し
、
担
当
者
に
ノ
ウ
ハ

ウ
を
聞
い
て
ま
わ
っ
た
と
い
う
。

　

平
成
二
二
年
、
西
郷
港
の
フ
ェ
リ
ー
岸
壁
の
増
設
に
伴
い
、
仮
設

の
臨
時
乗
船
券
発
売
所
跡
（
平
屋
建
て
一
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
い
プ
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特集　島を元気にする組織・Ⅵ

■地域経済や生産者の意欲向上に貢献する「あんき市場」

　平成22年にオープンしたあんき市場
は、町内初の常設産直市である。地産地
消の拠点として同30年度の総売り上げ
は1億円を突破し、会員数は約140名と
なっている。
　原則的に委託販売形式で運営してお
り、売上の2割が手数料として事務局の
収入となり、残りを出品者が受け取る。売
れ残った商品は、出品者が引き取る。開
設してから数年は、年間売上が約3,000
万円（平成24年）、約4,000万円（同25年）
程度だったため、手数料収入では事務局
運営の資金が足りず、会員からの出資金
をまわすこともあったという。
　転機となったのは平成26年。西郷港
付近の地元スーパーマーケットが撤退
したことにより、あんき市場を利用する
住民が増加し、売上が約8,000万円と倍
増した。また利用者の7割が地元の方で
あることから、安定した収入を見込める
ようになり、翌27年12月、任意団体「あ
んき市場」から「隠岐ふるさと直売所協
同組合」として法人化した。
　平成29年3月、西郷港の大規模な改修
工事によりあんき市場は西郷港より徒

歩2分、町が所有する公園の跡地にプレ
ハブを建てて移転した。吉崎さんは「設
立当初から借入総額を出資金以上には
しないように心がけている。会員の多く
が高齢のため、万が一のときには自分の
子どもたちに迷惑をかけず、出資金のみ
で清算できる」という。
　移転後の市場には、生鮮食料品や加
工品だけでなく、地元の食材を使った伝
統的な郷土料理など島外で暮らす家族
や親戚、隠岐の味を懐かしむ人々向けの
商品も日常的に並んでいる。また手づく
りの弁当や惣菜も売れ行きが良く、人気
商品は予約で店頭に並ぶ前に完売して
しまうこともある。特に売り上げが伸び
るのは8月のお盆時期と12月末ごろ。い
ずれも帰省客のお土産や、締め飾りなど
年中行事に使う商品がよく売れる。
　あんき市場の意義について、吉崎さん
は「出品者には高齢の専業農家が多く、
市場での売り上げが貴重な収入となっ
ている。また、農作業などに精を出すこ
とで寝たきりの予防につながり、結果的
に医療介護の行政負担軽減にもなって
いるのでは」と話す。

地元の方々にとって
はスーパーとしての
役割も担っている。
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レ
ハ
ブ
小
屋
）
を
隠
岐
支
庁
よ
り
借
り
受
け
た
こ
と
を
機
に
、
同
年

一
〇
月
、
町
内
で
初
め
て
隠
岐
の
産
品
を
広
く
取
り
扱
う
「
隠
岐
ふ

る
さ
と
直
売
所 

あ
ん
き
市
場
」
が
誕
生
し
た
。「
あ
ん
き
」
と
は
隠

岐
地
方
の
方
言
で
「
安
全
・
安
心
・
気
楽
に
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

道
の
駅
を
参
考
に
し
た
こ
と
も
あ
り
、
当
初
の
商
品
の
構
成
割
合

は
農
産
物
七
割
、
水
産
物
お
よ
び
加
工
品
三
割
を
目
指
し
た
が
、
実

際
は
半
々
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
た
。
現
在
は
二
対
八
で
、
後
者

の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
島
で
手
づ
く
り
さ
れ
て
い
る
お
菓
子

や
お
餅
は
も
ち
ろ
ん
、
穫
れ
た
て
の
野
菜
や
果
物
、
魚
介
類
や
あ
ご

だ
し
な
ど
の
水
産
加
工
品
や
冷
凍
品
、
民
芸
品
ま
で
幅
広
い
品
揃
え

で
あ
る
（
あ
ん
き
市
場
の
詳
細
は
二
七
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

平
成
二
七
年
一
二
月
、
任
意
団
体
「
あ
ん
き
市
場
」
か
ら
「
隠
岐

ふ
る
さ
と
直
売
所
協
同
組
合
」
と
し
て
法
人
化
。「
任
意
団
体
で
は

金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
法
人
化
は
当

初
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
安
定
し
た
利
益
が
出
る
の
か
疑
問
視

す
る
会
員
の
声
も
あ
り
実
現
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
会
員

数
が
五
年
間
で
一
〇
〇
人
を
超
え
る
ま
で
に
成
長
し
、
島
内
の
認
知

度
や
売
り
上
げ
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
、
法
人
化
を
決
意
し
た
」
と
、

吉
崎
さ
ん
は
説
明
す
る
。

催
事
を
利
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
商
品
開
発

　

隠
岐
ふ
る
さ
と
直
売
所
協
同
組
合
の
法
人
化
以
前
、
あ
ん
き
市
場

の
会
員
に
な
る
に
は
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
か
隠
岐
農
産
物
生

産
者
協
議
会
の
ど
ち
ら
か
に
所
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条

松江市で開催された隠岐ユネスコ世界ジオパークフェスタに出展する協議会会員。
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欠
な
、
適
切
な
表
示
・
商
品
仕
様
書
の
作
成
や
工
場
の
衛
生
管
理
の

徹
底
な
ど
の
留
意
点
、
自
社
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
い
た

実
践
的
な
勉
強
会
と
な
っ
て
い
る
。

会
員
同
士
の
情
報
共
有
で
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
を

　

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
あ
ま
り
。

令
和
元
年
一
二
月
現
在
の
会
員
数
は
五
六
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

吉
崎
さ
ん
は
「
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
た
い
ま
で
も
、
販
路
開
拓
は
仕

入
れ
担
当
者
と
直
接
話
す
こ
と
が
肝
だ
」
と
語
る
。
例
え
ば
、
吉
崎

さ
ん
は
大
阪
府
に
一
四
店
舗
展
開
す
る
飲
食
店
グ
ル
ー
プ
「
ク
ロ
ス

キ
ン
キ
」
に
、
白
バ
イ
貝
と
サ
ザ
エ
を
そ
れ
ぞ
れ
年
間
六
ト
ン
ほ
ど

販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
特
産
物
加
工
施
設
（
五
箇
地
区
）
で
製
造
し
た

「
は
っ
さ
く
シ
ロ
ッ
プ
」
を
年
間
約
一
ト
ン
ほ
ど
卸
し
て
い
る
。
こ

の
関
係
は
、
町
役
場
の
農
林
水
産
課
の
職
員
が
同
社
の
仕
入
れ
担
当

者
に
、
直
接
隠
岐
の
産
品
を
売
り
込
ん
だ
こ
と
が
発
端
で
あ
り
、
い

ま
も
都つ

万ま

地
区
の
漁
師
が
担
っ
て
い
た
輸
送
業
務
な
ど
を
ス
モ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
が
引
き
継
ぐ
形
で
取
引
が
続
い
て
い
る
。
今
後
は
、

小
売
業
者
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
会
員
同
士
が
共
有
・
活
用
す

る
こ
と
で
さ
ら
な
る
販
路
開
拓
を
目
指
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

令
和
元
年
、ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
の
会
長
は
、
吉
崎
さ
ん
か

ら
隠
岐
酒
造
の
毛
利
彰
社
長
に
引
き
継
が
れ
た
。
吉
崎
さ
ん
は
「
組

織
が
活
性
化
し
、
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
が
次
の
世
代

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
の
は
自
然
の
流
れ
」
と
話
す
。 

（
井
口
）
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件
が
あ
っ
た
。
し
か
し
協
同
組
合
法
の
「
組
合
は
組
合
員
の
た
め
に

組
織
さ
れ
る
」
と
の
規
定
か
ら
、
法
人
化
に
際
し
、
こ
の
条
件
は
撤

廃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
結
果
的
に
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
の

会
員
が
減
少
す
る
と
い
う
影
響
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
裏

を
返
せ
ば
、
自
分
の
商
品
を
売
り
出
す
こ
と
に
よ
り
意
欲
的
な
事
業

者
が
残
っ
た
と
い
え
る
。

　

現
在
、
同
協
議
会
は
、
町
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
「
隠

岐
産
品
開
発
・
販
路
開
拓
支
援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
東
京
や
大

阪
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
飲
食
業
界
向
け
の
商
談
展
示
会
「
外
食
ビ
ジ

ネ
ス
ウ
ィ
ー
ク
」
や
「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」「
ジ
ャ
パ
ン
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
な
ど
に
出
展
し
、
会

員
の
商
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
国
内
外
の
商
品
づ
く
り
の
研
究
に

努
め
て
い
る
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
関
西
地
区
の
飲
食
店
の
海
産
物

を
中
心
に
取
引
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
展
示

会
に
出
展
し
な
い
会
員
事
業
者
に
対
し
て
も
、
視
察
研
修
と
し
て
実

際
に
会
場
へ
足
を
運
び
勉
強
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
の
な
か
で
「
隠
岐
フ
ェ
ア
」
も
開

催
。
現
在
、「
島
の
宝
プ
レ
ミ
ア
ム
マ
ル
シ
ェ
（
東
京
・
大
阪
）」「
島
根

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
（
広
島
）」「
輝
け
︱
し
ま
ね
町
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
松
江
市
）」
の
三
つ
の
催
事
に
出
展
し
、
日
本
酒
、
海
産
物
、
隠

岐
そ
ば
な
ど
を
中
心
に
販
売
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
三
一
年
に
は
食
品
製
造
事
業
者
向
け
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

（
食
品
の
衛
生
管
理
制
度
）
や
食
品
表
示
導
入
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

首
都
圏
の
小
売
店
・
外
食
産
業
へ
自
社
商
品
を
提
案
す
る
際
に
不
可


